






























































































































































































































































































































社会での体験は， 2 ， 3 年生を対象に行われ
高等学校におけるキャリア教育の意義に関する考察
─ 5 ─





























社会での体験 デュアル実習Ⅰ（ 2 年）デュアル実習Ⅱ（ 3 年）































勤務時間 実働 6 時間（昼休みの 1 時間を除く）
開始時間と終了時間は事業所に委ねる。
（事業所の業務内容に違いがあるため）





























































































































































































以下の 3 点である。まず 1 点目は，Ａ高校が，
当時としては他に類を見ない「独自のデュアル
システム」を作り上げ，社会における学びとし
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